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研究成果の概要 

本年度は、人工冬眠様状態（QIH）の神経基盤解明に向けて、技術基盤とデータ収集の両面で重

要な進展を達成した。まず、EEG/EMG データから睡眠ステージを自動判定するプログラムを開

発・完成させ、QIH時の睡眠様活動の定量的評価が可能となった。また、QIH中に活性化されるニ

ューロンおよびグリア細胞の網羅的マッピングを実施し、全脳レベルでの活性分布パターンを可視

化する脳内マップを構築した。加えて、アリを対象とした高解像度な表現型解析パイプラインを新

たに確立し、行動表現型と神経基盤の関係解明に寄与するデータ取得が進展した。さらに、深層

学習アルゴリズム（CDeep3M）を用いた大規模三次元電子顕微鏡データ解析パイプラインを整備

し、細胞・小器官レベルでの構造解析を高効率で行える体制を整えた。神経活動の直接的評価と

しては、QIH 中の視交叉上核（SCN）からの電気生理記録を完了し、概日リズム中枢が QIH 中に

保持する機能的特性の解明に向けた基礎データを取得した。これらの成果は、QIHの脳内制御機

構を多階層で統合的に理解するための基盤となるものであり、今後の仮説検証と新たな展開を支

える重要なステップとなった。また、睡眠恒常性における皮質構造の役割が哺乳類と爬虫類の両

方で保存されていることを示す知見とも呼応し、進化的視点からの比較神経科学研究の足がかりと

もなる。クラウド型のデータベース（DARWIN）の開発も進めており、マウス・イカの脳データをアップ

ロードした。 
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